




































































































５年 改訂 (同４５年発行) の高等学校用教










（１）昭和３５年改訂 数学ⅡＢ (好学社) 
に関する考察 












 第１節 複素数平面では，複素数a + biを複
素平面で表現することから始まる。その後，
共役な複素数，極形式を学習する。極形式で
は，a   c   ，b    i  を図により導き，









       を複素平面上に作図させている。 
 また，教科書には図を用い，点の回転を以
下のように示している。 





を掛けるとは   の回転を意味する。」 (数学
ⅡＢ,好学社,p.96)  
次に，ド・モアブルの定理， 
 c   + i  i     c    + i  i    
を極形式を用い，帰納的に導いている。また，
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   複素数を複素平面上で表す 
   共役な複素数 
 
   複素数の極形式 





  第２節 複素数の計算 
 
  §１ 複素数の四則計算 
   複素数の和と差の図表示 
   複素数の積と商の公式計算 
   複素数の積と商の図表示 (相似)  
 
   回転の定義 
 
 
  §２ ド・モアブルの定理 
   ド・モアブルの定理 





































(極形式)   (極形式)   (極形式)   … 
というように帰納的に考え，求めている。
その後，ド・モアブルの定理を用い，






（２）平成元年改訂 数学Ｂ (東京書籍) に
関する考察 









第１節 複素数平面  複素数の極形式
ド・モアブルの定理  第２節 図形への 
応用  円と分点  複素数と三角形 
 
 以降では節毎に考察していく。 
































 第１節 複素数平面 
 
   §１ 複素数平面 
   複素数を複素数平面に表す 
   絶対値 
   複素数の和と差 
 
  §２ 複素数の極形式 
   極形式 
   複素数の積と商 
   積の図表示 
   複素数の回転と積 
 
  §３ ド・モアブルの定理 





 第２節 図形への応用 
  §１ 円と分点 
   直線の方程式と内分点・外分点 
   アポロニウスの円 
  §２ 複素数と三角形 
   複素数と角 
 




























































であるが，いままでと違うのは， (3,2) + (1,5) 
とか， (3,2) × (1,5) などのように，２つの
量の組どうしで，和 (差) と積 (商) を考えた
ものである。」 
  

































(3,2) = (3,0) + (0,2) と表せる。また，「西へ
3km，上空へ0km」の飛行は，「西へ1km，
上空へ 0km」の飛行を３回 (倍) したのだか
ら，         1   と表せ，同様に考えて
           1 だから，         1   +
     1 。つまり，  a b  a   1   + b  
   1 になりすべての飛行は 1   ，(0,1)にな
る飛行 (単位飛行) が基本となる (図４) 。 
そこで 1    1    1  iとおく。すると，
 −     −  1 +   i 1 と 表 せ  −  1  








    図４．単位飛行 
 
(3)複素数の積 (商) 
 「西へ 3km，上空へ 2km」= (3,2)と表し
たが，別の表し方を考えよう。1   1   を基
本にし，「西へ 1km，上空へ 0km」の移動
の後，羽田を中心に反時計回りに   旋回(回
転) し，羽田を後ろに４倍の位置まで飛行し
たと考えられる。このような飛行を







    
図５．飛行と回転 
 「   回転し，３倍の位置に飛行」したあ
とさらにそこから「   回転し，２倍の位置
に飛行」すると，「   回転し，６倍飛行」
したことになる。これを次のように表す。   
                        
        なる飛行の「反対飛行」を
 −    
 
 




ことを とかく (図６) 。 
例：                






















  1   から   回転し２倍の位置に飛行する
       ことは，西へ1km，上空へ√ km
飛行すること(1 √ )  1 + √  iと同じであ
るから， 
          1 + √  i 
 よって次の式が成り立つ (図７) 。 













   図７．     の一般化 
 
  c      1 +    i     i          
i   1 c      1 +  1  i     i＝     1   
 であるから， 
i  i       1        1   
  1    1   
 −1 
 すなわちi  −1，これで「２乗して−１と

















        1 + √  i と い う 式 か ら ，


















  座標平面の復習 
 
  複素数の和 (差) 
   飛行機の基本的な飛行の定義 
   単位飛行 
 
  複素数の積 (商) 
   飛行と回転 
   回転と積 (商) 
 
  和と差の関係 
           c    1 +    i   i 
    
i  i       1        1   


















部分について紹介する。 (p.198-p.203)  














元の位置  回転後 
１→－１ 
２→－２ 






例えば， (x軸上の) ２の90°回転は， (y




















平面上の点 i を乗じた場合もいえるだろうか。 







 まず，砂川 (1995) では，実数直線におい
て (−1) を掛ける意味から導入する。中学校
までの慣れ親しんだ実数直線を用い，掛けら
れた数が原点 O を点対称に1   回転するこ




 そこで   回転を考えると，実軸 x に対し
直交する y 軸を考えることになる。つまり，
x 軸上の「１」の   回転は，y 軸上の「１」
となる。しかし，どちらも同じ「１」でああ
るため，区別するために y 軸上の「１」を i
とおき学習を進める。生徒は，1  [   ]  iで
あることを確認しなければならない。 

















 実数直線における1   の回転 
 
 原点の回りに   回転 




  平行四辺形の性質 
  三角形の重心 
 
 複素数の乗法の図形的アプローチ 









 昭和３５年改訂 数学ⅡB (好学社) 及び，
平成元年改訂 数学 B (東京書籍) の考察に
より，現在までの複素数学習において複素数
が理解できないのは，虚数・複素数の導入時
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